
 

【コラム】「いつか使うかも」が命取り？ 空き家・空き地放置に潜む 4 つの重大リスク 

 

「実家を相続したけれど、誰も住んでいない」「使い道のない土地をそのままにしている」

……。そんな「空き家」や「空き地」、あなたの身の回りにもありませんか？ 

「とりあえずそのままにしておこう」と放置してしまいがちですが、実は管理されていな

い不動産を放置することは、所有者にとって想像以上に大きなリスクを伴います。今回

は、空き家・空き地を放置することで発生する 4 つの重大なリスクを解説します。 

 

 

 

 

1. 経済的リスク：「固定資産税が 6 倍」になることも！？ 

「誰も使っていないからお金はかからない」というのは大きな間違いです。不動産を所有

しているだけで、毎年固定資産税や都市計画税が課税されます。 

さらに注意が必要なのが、2015 年に施行された「空家等対策特別措置法」です。管理状態

が著しく悪い空き家は「特定空家等」に指定される可能性があり、指定されて改善勧告を

受けると、それまで適用されていた住宅用地の特例（優遇措置）が解除され、固定資産税

が最大 6 倍になってしまうことがあります。 

 

 2. 安全・防災面のリスク：倒壊や火災の恐怖 

建物は、人が住まなくなると驚くほどのスピードで老朽化が進みます。 

• 倒壊・部材の飛散： 台風や地震などの災害時、老朽化した屋根瓦や外壁が崩れ、

通行人に怪我をさせたり近隣の家を壊したりする危険があります。 



• 放火のリスク： 人の気配がない場所は、放火魔に狙われやすくなります。万が一

火災が発生すれば、近隣を巻き込む大惨事になりかねません。 

 

 3. 衛生・環境面のリスク：近隣トラブルの最たる原因に 

空き地や空き家の庭を放置すると、雑草が伸び放題になり、害虫（蚊、ハエ、シロアリな

ど）や害獣（ネズミ、ハクビシン、野良猫など）の住処になってしまいます。 また、「ゴ

ミの不法投棄」の場所にされやすく、悪臭の発生や景観の悪化を引き起こします。これに

より、近隣住民から自治体へ苦情が寄せられ、重大なトラブルに発展するケースが後を絶

ちません。 

 

4. 法的・賠償リスク：莫大な損害賠償を請求される可能性 

もし、放置していた空き家の壁が崩れて通行人に怪我をさせたり、空き地から出火して隣

家を延焼させてしまったりした場合、その名義人（所有者）が管理怠慢による損害賠償責

任を負うことになります。被害の規模によっては、数千万円から億単位の賠償額になるケ

ースもあり、人生が暗転しかねない最大の恐怖と言えます。 

 

 まとめ：放置せず、早めの「選択」を 

空き家や空き地は、所有しているだけでリスクを生み出し続ける「負動産」になってしま

う可能性があります。 

リスクを回避するためには、 

• 定期的に管理（巡回・草刈り・換気など）を行う 

• 不動産会社に相談して売却・賃貸を検討する 

 

といった具体的なアクションを早めに起こすことが大切です。「まだ大丈夫」と思わず、未

来のトラブルを防ぐために、いま一度所有している不動産のあり方を見直してみません

か？ 

 

 ←空き家空き地に困ったら簡単入力の

無料お問い合わせフォーム！！ 

TEL：0283-86-8484 

〒327-0003 栃木県佐野市大橋町 2100-29   TEL：0283-86-8484 


